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２．コスト （単位：千円）

予算

決算

人

一般財源 2,786

職員人件費 4,627 3,139 2,985 　人工 0.4

4,024 3,465

その他

地方債

県支出金

事業費
2,823 4,174 3,465

4,024

財
源
内
訳

国庫支出金

（内訳）

2,786 4,024 物件費（管理運営・展示会等経費）

平成22年度 平成23年度 平成24年度

内容（概要） 施設管理、普及活動、史跡案内人の会による案内

これまでの改善・
見直しの状況

平成２３年度事業費

その他

事業の目的
（何のため）

旅籠紀伊国屋を公開し、新居宿の歴史などの普及を図る。

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体

一般会計 教育費

実施主体 その他

実施方法 市が直接実施・運営 一部又は全部委託 指定管理 その他（

文化振興費

細事業

位置づけ
関連計画

根拠法令 新居宿旅籠紀伊国屋資料館条例・新居宿旅籠紀伊国屋資料館条例施行規則

紀伊国屋資料館管理運営費
予算区分

中間目標
 （H27)

50% 80%

社会教育費

最終目標
（H32)

再び本市を訪れたいと感じる観光交流客割合

総合計画

めざすまちの姿 ７　歴史・伝統・文化を生かし次世代に継承するまち

目標 ③　生活の中で歴史に触れる

成果指標

事業番号 182 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 紀伊国屋資料館管理運営事業 担当課 社会教育課

担当係 芸術文化係事業期間 開始年度 終了予定年度



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

判定理由 文化財として次代へ継承していく上でも、現行での継続が望ましい。

今後の方向性 今後とも江戸時代の街道・宿場文化のわかりやすい発信を行うべく努めていく。

自
己
評
価

事業目的の
達成状況

新居関所・史料館と連携して市指定有形文化財となる旅籠建物を公開でき、企画展の開催などで集客を図る
ことができた。

※必要性
事業を廃止・休
止したときの影響

湖西市の指定文化財建造物であり、事業の廃止は不可能である。

判定 A継続 現行の内容で実施 事業主体 市

実
績
・
改
善

平成23度
活動内容

(常設展)江戸時代の宿場・旅籠資料展示、(企画展)紀伊国屋所蔵や個人蔵の雛飾りを展示する「おひなさま
展」平成24年2月7日(火)～3月25日(日)

課題・問題点
となった事項

どう対処したか

改善点
効果額

H24-H23
（千円）

105%15,658 15,703活
動
指
標

内容 平成22年度 平成24年度 達成率

入館者数 人
15,000 15,000

平成23年度


